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冒
頭
、
同
協
会
代
表
理
事

の
星
子
敏
郎
氏
が
あ
い
さ
つ

し
、
同
大
会
の
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
に
謝
辞
を
述
べ
た
。
ま

た
講
習
会
の
講
師
や
概
要
な

ど
を
紹
介
し
た
上
で
、
「
年

次
大
会
を
含
め
た
当
協
会
の

活
動
は
、
会
員
各
社
の
支
援

で
支
え
ら
れ
て
お
り
、
会
員

各
社
の
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申

し
上
げ
る
。
本
日
の
大
会
が

皆
さ
ま
に
と
っ
て
有
意
義
に

な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　
講
習
会
Ａ
で
は
、
今
井
氏

が
「
良
性
？
悪
性
？
境
界
悪

性
?!
国
際
疾
病
分
類
―
腫
瘍

学
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
Ｏ
）
を
知
っ

て
査
定
の
知
識
を
深
め
よ

う
」
と
題
し
、
腫
瘍
の
発
生

原
因
や
悪
性
と
良
性
の
違
い

と
い
う
基
礎
的
な
事
項
か
ら

境
界
悪
性
、
前
癌
病
変
、
上

皮
内
が
ん
と
い
っ
た
用
語
の

知
識
の
整
理
を
行
い
な
が

ら
、
引
受
査
定
を
行
う
上
で

必
要
な
国
際
疾
病
分
類
の
概

要
を
解
説
し
た
。

　
同
氏
は
、
が
ん
に
つ
い
て

国
民
の
５
～
６
割
が
一
生
涯

の
う
ち
に
罹
患
（
り
か
ん
）

す
る
こ
と
か
ら
、
医
務
査
定

上
で
頻
繁
に
目
に
す
る
疾
患

だ
と
し
、
ま
た
が
ん
検
診
が

普
及
し
た
こ
と
で
、
早
期
が

ん
や
上
皮
内
が
ん
、
前
癌
病

変
な
ど
で
発
見
さ
れ
る
も
の

な
ど
、
引
受
査
定
に
お
い
て

も
案
件
が
増
え
て
い
る
と
述

べ
た
。

　
腫
瘍
は
「
が
ん
」
に
該
当

す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
分

類
は
、
「
が
ん
登
録
」
で
は

Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
Ｏ
が
基
準
と
な

り
、
日
本
の
多
く
の
保
険
会

社
は
支
払
判
断
に
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―

Ｏ
の
基
準
を
用
い
て
い
る
と

し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
Ｏ
コ
ー
ド
は
、

５
桁
の
コ
ー
ド
で
、
５
桁
目

に
良
性
・
悪
性
の
性
状
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
最
新
版
の

Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
Ｏ
で
は
、
近
年
は

数
年
に
一
度
改
定
さ
れ
て
病

理
組
織
名
の
分
類
が
細
か
く

な
る
一
方
で
、
良
性
か
ら
悪

性
、
悪
性
か
ら
良
性
に
移
行

す
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し

た
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
Ｏ
の
改

訂
は
、
引
受
査
定
に
も
影
響

を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
定
期

的
な
確
認
と
分
析
が
必
要
だ

と
し
、
さ
ら
に
、
英
国
で

は
、
「
が
ん
」
の
定
義
を
保

険
協
会
の
独
自
基
準
で
決
め

て
い
る
と
述
べ
た
。

　
次
に
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク

部
会
の
第
４
期
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、

査
定
領
域
へ
の
Ａ
Ｉ
活
用
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
引
き
続

き
事
例
研
究
部
会
第
５
期
メ

ン
バ
ー
が
日
常
業
務
の
中
で

注
目
し
た
事
例
に
つ
い
て
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を

発
表
し
た
。

　
講
演
会
Ｂ
で
は
渡
辺
氏
が

「
生
命
の
設
計
図
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

解
析
し
、
次
世
代
の
医
療
を

創
り
出
す
」
と
題
し
講
演
を

行
い
、
世
界
で
初
め
て
ヒ
ト

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
細
胞

移
植
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
配
列
を
決

定
す
る
技
術
（
ゲ
ノ
ム
解

析
）
を
利
用
し
た
「
細
胞
治

療
時
代
の
品
質
評
価
方
法
」

や
こ
の
技
術
を
病
理
検
査
に

応
用
す
る
新
た
な
手
法
に
加

え
、
「
10
年
後
に
社
会
実
装

さ
れ
る
技
術
開
発
」
な
ど
を

紹
介
し
た
。

イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
部
会
や
事
例
研
究
部
会
が
報
告

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
５
月
16
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
九
段
会
館
テ
ラ
ス
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
＆
バ

ン
ケ
ッ
ト
で
第
14
回
年
次
大
会
を
開
催
し
た
。
講
習
会
Ａ
で
、
日
本
生
命
契
約
査
定
Ｇ
主
任
査
定
医
長
で
日
本
保
険
医

学
会
副
会
長
の
今
井
理
氏
が
国
際
疾
病
分
類
―
腫
瘍
学
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
Ｏ
）
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
ほ
か
、
講
習
会
Ｂ
で

は
、
㈱
Ｃ
ｙ
ｂ
ｅ
ｒ
ｏ
ｍ
ｉ
ｘ
（
サ
イ
バ
ー
オ
ミ
ッ
ク
ス
）
代
表
取
締
役
社
長
の
渡
辺
亮
氏
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
と
次
世

代
の
医
療
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
こ
の
他
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
部
会
・
事
例
研
究
部
会
の
発
表
が
行
わ
れ
、
各
社

の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
ら
が
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
当
日
の
会
場
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
ま
た
会
場
の
様
子
は

ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

今井氏

日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会

　第
14
回
年
次
大
会
開
く

国
際
疾
病
分
類
―
腫
瘍
学（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
Ｏ
）テ
ー
マ
に
講
演

星子氏

多くの関係者が集まった


